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　関東地域を対象として構築された浅部・深部統合地盤モデルを、全国地震動予測地図の詳細法による「震源

断層を特定した地震動予測地図（シナリオ地震動予測地図）」の作成にどのように活用するかについて検討し

た。この地盤モデルは、広帯域地震動（0.1～10秒）の予測精度を向上するために、大量のボーリングデータ

および物性値データ（主に微動観測データ）を収集し、Vs=350m/s層を工学的基盤として、浅部地盤と深部地

盤とを接合した上でチューニングがなされている。現状のシナリオ地震動予測地図では、詳細法工学的基盤

（Vs=600m/s層）上の時刻歴をハイブリッド合成法により求め、微地形区分によるAVS30を用いた増幅計算

に基づき地表の計測震度を求めているが、浅部・深部統合地盤モデルを用いる場合に詳細法工学的基盤の設定

や、浅部地盤による増幅評価をどうするか、具体的には、関東地域においてVs=350m/s層上面を詳細法工学的

基盤と設定した場合、地表において、どの地震動指標値を、どのように計算するかについての検討が必要であ

る。 

 

　そこで、浅部・深部統合地盤モデルを活用した詳細法計算の方法について、詳細法工学的基盤を①

Vs=350m/s層上面とした場合、②Vs=600m/s層上面とした場合の2通り、浅部地盤による増幅計算をⓐ微地

形区分によるAVS30に基づく増幅率を用いた場合、ⓑ1次元応答解析により評価した場合（統計的グリーン関

数法で浅部モデルを考慮）、©地盤モデルによるAVS30に基づく増幅率を用いた場合の３通り設定し、これら

を組み合わせた複数の手法により、関東地域の３つの断層帯を対象として算出した地表の最大速度、計測震度

などについて比較した。なお、従来手法は②とⓐの組合せに対応しており、浅部・深部統合地盤モデルを最大

限に活用できると考えられる方法（提案手法）は①とⓑの組合せである。 

 

　①とⓐの組合せでは、計算領域全域でAVS30＝350m/sの層が存在していないため、増幅率が過小評価と

なっていることが示唆された。また、浅部地盤の増幅をⓐまたは©により評価した場合には、低地から山地に

かけて地震動指標値が急激に変化する傾向が見られ、山地部の工学的基盤のAVS30の過小評価が原因と考えら

れた。工学的基盤の設定を①とした場合、©の手法はⓐの手法にくらべ震度増分の大きい領域が局在化し、ⓑ

の手法では、ⓐ、©に比べて震度増分の地域的な変化が小さいことが分かった。提案手法は、従来手法にくら

べ地表の最大速度、計測震度が同等か小さめの計算結果となっており、地点ごとの地盤モデルの違いを考慮し

た増幅評価を行った結果、従来手法よりもより平均値に近い評価となったと考えられる。一方

で、250mメッシュの詳細な地盤モデルを用いたとはいえ、メッシュ内での不均質性は依然として残っている

ことなどを考えれば、提案手法による評価を平均像とし、これにばらつきを考慮した結果（例えば、＋１σと

した結果）とセットで結果を提示することが予測地図として必要だと考えられる。 
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